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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成21年11月12日(2009.11.12)

【公開番号】特開2006-93542(P2006-93542A)
【公開日】平成18年4月6日(2006.4.6)
【年通号数】公開・登録公報2006-014
【出願番号】特願2004-279153(P2004-279153)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ  15/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 213/36     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 213/57     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｆ  15/00    ＣＳＰＦ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６６０　
   Ｃ０７Ｄ 213/36    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 213/57    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月25日(2009.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の電極間に発光層を含む少なくとも一層の有機層を有する有機電界発光素子であっ
て、下記一般式（Ｉ）で表される部分構造を含む、四座配位子の白金錯体化合物の少なく
とも一種を有機層に含有することを特徴とする有機電界発光素子。
【化１】

（一般式（Ｉ）中、Ｚ１は窒素原子で白金に配位する含窒素ヘテロ環を表す。Ｌ１は単結
合または連結基を表す。Ｒ１、Ｒ３、Ｒ４は、それぞれ、水素原子または置換基を表し、
Ｒ２はアルキル基、アリール基、アミノ基、アルコキシ基、アリールオキシ基、ヘテロ環
オキシ基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アルキル
チオ基、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルホニル基、ハロゲン原子、シアノ基、ヘ
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テロ環基、シリル基、又はシリルオキシ基を表す。）
【請求項２】
　一般式（Ｉ）で表される部分構造を含む四座配位子の白金錯体化合物が、下記一般式（
ＩＩ）で表される白金錯体化合物であることを特徴とする、請求項１に記載の有機電界発
光素子。
【化２】

（一般式（ＩＩ）中、Ｚ１およびＺ２は、それぞれ、窒素原子で白金に配位する含窒素ヘ
テロ環を表す。Ｑ２は炭素原子、酸素原子、硫黄原子、窒素原子又はりん原子で白金に結
合する基を表す。Ｌ１、Ｌ２およびＬ３は、それぞれ、単結合または連結基を表す。Ｒ１

、Ｒ３、Ｒ４は、それぞれ、水素原子または置換基を表し、Ｒ２は置換基を表す。）
【請求項３】
　一般式（ＩＩ）で表される白金錯体化合物が、下記一般式（ＩＩＩ）で表される白金錯
体化合物であることを特徴とする、請求項２に記載の有機電界発光素子。
【化３】

（一般式（ＩＩＩ）中、Ｑ２は炭素原子、酸素原子、硫黄原子、窒素原子又はりん原子で
白金に結合する基を表す。Ｌ１、Ｌ２およびＬ３は、それぞれ、単結合または連結基を表
す。Ｒ１、Ｒ３、Ｒ４は、それぞれ、水素原子または置換基を表し、Ｒ２は置換基を表す
。Ｒａ、Ｒｂは、それぞれ、置換基を表し、ｎ、ｍは、それぞれ、０～３の整数を表す。
）
【請求項４】
一般式（ＩＩＩ）で表される白金錯体化合物が、下記一般式（ＩＶ）で表される白金錯体
化合物であることを特徴とする、請求項３に記載の有機電界発光素子。



(3) JP 2006-93542 A5 2009.11.12

【化４】

（一般式（ＩＶ）中、Ｑ４は炭素原子または窒素原子で白金に結合する芳香族炭化水素環
基または芳香族ヘテロ環基を表す。Ｌ１、Ｌ２およびＬ３は単結合または連結基を表す。
Ｒ１、Ｒ３、Ｒ４は、それぞれ、水素原子または置換基を表し、Ｒ２は置換基を表す。Ｒ
ａ、Ｒｂは、それぞれ、置換基を表し、ｎ、ｍは、それぞれ、０～３の整数を表す。）
【請求項５】
一般式（Ｉ）で表される部分構造を含む四座配位子の白金錯体化合物が、下記一般式（Ｖ
）で表される化合物であることを特徴とする、請求項１に記載の有機電界発光素子。
【化５】

（一般式（Ｖ）中、Ｌ１、Ｌ２およびＬ３は単結合または連結基を表す。Ｒ１、Ｒ３、Ｒ
４、Ｒ５、Ｒ７、Ｒ８は、それぞれ、水素原子または置換基を表し、Ｒ２、Ｒ６はそれぞ
れ独立にアルキル基、アリール基、アミノ基、アルコキシ基、アリールオキシ基、ヘテロ
環オキシ基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アルキ
ルチオ基、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルホニル基、ハロゲン原子、シアノ基、
ヘテロ環基、シリル基、又はシリルオキシ基を表す。Ｒａ、Ｒｂは、それぞれ、置換基を
表し、ｎ、ｍは、それぞれ、０～３の整数を表す。）
【請求項６】
前記一般式（Ｉ）で表される部分構造を有する四座配位子の白金錯体化合物および一般式
（ＩＩ）～一般式（Ｖ）で表される化合物の少なくとも一種が、発光層に含有されること
を特徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記載の有機電界発光素子。
【請求項７】
前記一般式（Ｉ）で表される部分構造を有する四座配位子の白金錯体化合物および一般式
（ＩＩ）～一般式（Ｖ）で表される化合物の少なくとも一種と、少なくとも一種のホスト
材料が、発光層に含有されることを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の有
機電界発光素子。
【請求項８】
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　前記Ｒ２、Ｒ６がそれぞれ独立にアルキル基、アリール基、ハロゲン原子、シアノ基、
又はヘテロ環基であることを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載の有機電界発光素
子。
【請求項９】
　前記Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３がそれぞれ、単結合、又は下記式のいずれかで表されることを特
徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の有機電界発光素子。

【請求項１０】
一般式（Ｖ）で表される化合物。
【化６】

（一般式（Ｖ）中、Ｌ１、Ｌ２およびＬ３は、それぞれ、単結合または連結基を表す。Ｒ
１、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ７、Ｒ８は、それぞれ、水素原子または置換基を表し、Ｒ２、
Ｒ６はそれぞれ独立にアルキル基、アリール基、アミノ基、アルコキシ基、アリールオキ
シ基、ヘテロ環オキシ基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニ
ル基、アルキルチオ基、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルホニル基、ハロゲン原子
、シアノ基、ヘテロ環基、シリル基、又はシリルオキシ基を表す。Ｒａ、Ｒｂはそれぞれ
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置換基を表し、ｎ、ｍはそれぞれ０～３の整数を表す。）
【請求項１１】
　前記Ｒ２、Ｒ６がそれぞれ独立にアルキル基、アリール基、ハロゲン原子、シアノ基、
又はヘテロ環基であることを特徴とする請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
　前記Ｌ１又はＬ２が単結合を表し、Ｒ１、Ｒ３～Ｒ５、Ｒ７、Ｒ８が水素原子であるこ
とを特徴とする請求項１０又は１１に記載の化合物。
【請求項１３】
　請求項１に記載の前記一般式（Ｉ）で表される部分構造を有する四座配位子の白金錯体
化合物および請求項２～９のいずれかに記載の一般式（ＩＩ）～（Ｖ）で表される発光材
料。
【請求項１４】
　請求項１に記載の前記一般式（Ｉ）で表される部分構造を有する四座配位子の白金錯体
化合物および請求項２～９のいずれかに記載の一般式（ＩＩ）～（Ｖ）で表される化合物
を含有する発光層。
【請求項１５】
　請求項１～１１のいずれかに記載の有機電界発光素子を用いた表示素子。
【請求項１６】
　請求項１～１１のいずれかに記載の有機電界発光素子を用いたディスプレイ。
【請求項１７】
　請求項１～１１のいずれかに記載の有機電界発光素子を用いた照明光源。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
（一般式（Ｉ）中、Ｚ１は窒素原子で白金に配位する含窒素ヘテロ環を表す。Ｌ１は単結
合または連結基を表す。Ｒ１、Ｒ３、Ｒ４は、それぞれ、水素原子または置換基を表し、
Ｒ２はアルキル基、アリール基、アミノ基、アルコキシ基、アリールオキシ基、ヘテロ環
オキシ基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アルキル
チオ基、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルホニル基、ハロゲン原子、シアノ基、ヘ
テロ環基、シリル基、又はシリルオキシ基を表す。）
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
（一般式（Ｖ）中、Ｌ１、Ｌ２およびＬ３は単結合または連結基を表す。Ｒ１、Ｒ３、Ｒ
４、Ｒ５、Ｒ７、Ｒ８は、それぞれ、水素原子または置換基を表し、Ｒ２、Ｒ６はそれぞ
れ独立にアルキル基、アリール基、アミノ基、アルコキシ基、アリールオキシ基、ヘテロ
環オキシ基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、アルキ
ルチオ基、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルホニル基、ハロゲン原子、シアノ基、
ヘテロ環基、シリル基、又はシリルオキシ基を表す。Ｒａ、Ｒｂは、それぞれ、置換基を
表し、ｎ、ｍは、それぞれ、０～３の整数を表す。）
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２０】
〔６〕
前記一般式（I）で表される部分構造を有する四座配位子の白金錯体化合物および一般式
（ＩＩ）～一般式（Ｖ）で表される化合物の少なくとも一種が、発光層に含有されること
を特徴とする、〔１〕～〔５〕のいずれか１項に記載の有機電界発光素子。
〔７〕
前記一般式（Ｉ）で表される部分構造を有する四座配位子の白金錯体化合物および一般式
（ＩＩ）～一般式（Ｖ）で表される化合物の少なくとも一種と、少なくとも一種のホスト
材料が、発光層に含有されることを特徴とする、〔１〕～〔６〕のいずれか１項に記載の
有機電界発光素子。
〔８〕
　前記Ｒ２、Ｒ６がそれぞれ独立にアルキル基、アリール基、ハロゲン原子、シアノ基、
又はヘテロ環基であることを特徴とする〔１〕～〔７〕のいずれかに記載の有機電界発光
素子。
〔９〕
　前記Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３がそれぞれ、単結合、又は下記式のいずれかで表されることを特
徴とする〔１〕～〔８〕のいずれか１項に記載の有機電界発光素子。

〔１０〕
一般式（Ｖ）で表される化合物。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
（一般式（Ｖ）中、Ｌ１、Ｌ２およびＬ３は、それぞれ、単結合または連結基を表す。Ｒ
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１、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ７、Ｒ８は、それぞれ、水素原子または置換基を表し、Ｒ２、
Ｒ６はそれぞれ独立にアルキル基、アリール基、アミノ基、アルコキシ基、アリールオキ
シ基、ヘテロ環オキシ基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニ
ル基、アルキルチオ基、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルホニル基、ハロゲン原子
、シアノ基、ヘテロ環基、シリル基、又はシリルオキシ基を表す。Ｒａ、Ｒｂはそれぞれ
置換基を表し、ｎ、ｍはそれぞれ０～３の整数を表す。）
〔１１〕
　前記Ｒ２、Ｒ６がそれぞれ独立にアルキル基、アリール基、ハロゲン原子、シアノ基、
又はヘテロ環基であることを特徴とする〔１０〕に記載の化合物。
〔１２〕
　前記Ｌ１又はＬ２が単結合を表し、Ｒ１、Ｒ３～Ｒ５、Ｒ７、Ｒ８が水素原子であるこ
とを特徴とする〔１０〕又は〔１１〕に記載の化合物。
〔１３〕
　〔１〕に記載の前記一般式（Ｉ）で表される部分構造を有する四座配位子の白金錯体化
合物および〔２〕～〔９〕のいずれかに記載の一般式（ＩＩ）～（Ｖ）で表される発光材
料。
〔１４〕
　〔１〕に記載の前記一般式（Ｉ）で表される部分構造を有する四座配位子の白金錯体化
合物および〔２〕～〔９〕のいずれかに記載の一般式（ＩＩ）～（Ｖ）で表される化合物
を含有する発光層。
〔１５〕
　〔１〕～〔１１〕のいずれかに記載の有機電界発光素子を用いた表示素子。
〔１６〕
　〔１〕～〔１１〕のいずれかに記載の有機電界発光素子を用いたディスプレイ。
〔１７〕
　〔１〕～〔１１〕のいずれかに記載の有機電界発光素子を用いた照明光源。
　なお、本発明は上記〔１〕～〔１７〕に関するものであるが、その他の事項についても
参考のために記載した。
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